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1 . 留学生セ ン タ ー 1 年の歩み
富 山 大学留学生 セ ン タ ー は， 学 内共同教育研究施設 と し て ， 1999 年 4 月 に文部省 (現在 の文部科学省)
省令 に よ り 設置 さ れ た 。
富 山 大学 は 2004 年 に 国立大学法人 と な り ， 2005 年 10 月 に は 富 山 大学 (五福地区) ， 富 山 医科薬科大
学 (杉谷地区) ， 高 岡短期大学 (高岡地区) の 県 内 3 大学が再編 ・ 統合 さ れ て 国立大学法人富 山 大学 と な っ
た。 統合後 は， 3 地 区か ら 「富 山 大学留学生 セ ン タ ー運営委員会」 の 委員 が選 出 さ れ， 留学生 セ ン タ ー
の 管理運営 に 関 する重要事項 に つ い て 審議 し て いる。 2011 年度 は， 山 本孝一セ ン タ ー 長 を委員長 と し て ，
3 回 ( メ ー ル 開催を含む。)の運営委員会が開催 さ れ た。
日 本語教育部門で は， 日 本語研修 コ ー ス ， 日 本語課外補講， 総合 日 本語 コ ー ス の 3 コ ー ス を 開講 し た 。
日 韓共同理工系学部留学生 プ ロ グ ラ ム に つ い て は， 日 韓生 の 配置 が な か っ た た め ， 開講 し な か っ た 。 各
コ ー ス で は ， こ れ ま で と 同様 に ， 専任教員 が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を務 め ， 毎 日 の 授業内容 と 学生 の 出欠状
況を記録 ・ 閲覧で き る 「授業記録シス テ ム 」 を活用 する こ と に よ っ て ， 学習 の 進捗状況等を 把握 し た上
で 日 々 の 授業 に 取 り 組む こ と がで き た。 日 本語課外補講 と 総合 日 本語 コ ー ス の 授業シ ラ パ ス は， 英語版
と 中 国語版で の 提供 も 行 っ た 。 そ の 他， 日 本語学習 を 支援するた め のサイ ト 「富 山 大学留学生 セ ン タ 一
日 本語学習支援サイ ト RAICHOJ の 運営， 留学生 か ら の 日 本語 に 関 する様 々 な 相談 に 応 じ る 「 日 本語
相談」 の 実施 も 引 き 続 き 行い， 本学で学ぶ留学生の 日 本語学習 を 多方面か ら 支援 し た。
留学生指導部 門 で は ， 留学生が留学生活で困難を感 じる事 が な い よ う に ， 異文化教育 を 始 め 各種オ リ
エ ン テ ーシ ョ ン を 実施 し た。 ま た ， 異文化教育の 一環 と し て ， 異文化交流パ ー テ ィ ー ， ホ ー ム ビ ジ ッ ト ，
ホ ー ム ス テ イ 等 の 留学生 と 日 本人間 の 異文化相互理解 を 深 めるた め の 活動 を行 っ た。 さ ら に ， 留学生や
日 本人学生等 に 対する指導 ・ 助言 お よ び留学相談の た め の 面談 を行 っ た。
学部教養教育 (五福地区)で は， 外国人留学生 の た め に 開講 さ れ て いる 「 日 本語」 と 「 日 本事情」 科
目 を 担 当 し ， 総合科 目 である 「 日 本事情」 で は 担当教員が授業を コ ー デ ィ ネ ー ト し た 。
201 1 年 9 月 お よ び 2012 年 2 月 に は， 留学生指導 の 充実 を は かる た め ， I富 山 大学留学生教育指導連
絡会議」 を 開催 し ， 留学生 に 関 する様 々 な 問題 に つ い て ， 各学部 お よ び事務組織 と 情報交換 ・ 意見交換
を行 っ た。 ま た . 1富 山 県留学生等交流推進会議」 総会 と 合わ せ て 開催 さ れる 「留学生 と の 座談会」 で は ，
参加留学生達へ の 指導 ・ 助言 に 加 え ， 司会 を 担 当 する等の 協力 を し た。
留学生 セ ン タ ー 教員 は， 本年度 も セ ン タ ー 業務を順調かっ確実 に 遂行 し た。 今後 も ， 留学生 に 対する
日 本語教育 ・ 異文化教育お よ び支援 の 充実を は か つ て L 、 く 。
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